
　
以
上
は
筆
者
の
誤
謬
猫
断
に
基
く
所
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
、
こ

も
あ
れ
著
者
が
論
調
啓
蒙
期
の
風
俗
史
に
面
し
て
こ
の
書
の
刊
行

は
大
い
な
る
意
義
が
あ
り
、
磁
束
す
る
所
大
な
る
も
の
が
あ
る
を

信
じ
て
疑
は
ぬ
。
（
菊
版
五
九
四
頁
、
便
四
・
二
〇
、
玉
文
館
嚢

行
）
〔
寺
尾
〕

　　

欠
l
上
代
國
民
の
精
紳
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
清
原
貞
雄
著

　
数
年
前
獲
行
さ
れ
世
の
注
意
を
惹
い
た
日
本
心
落
思
想
史
の
詳

論
の
第
一
編
，
こ
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
総
廠
、
信
仰
生

活
、
道
徳
焦
活
、
知
識
生
活
、
感
惰
生
活
、
建
國
の
理
想
の
五
章

に
分
れ
る
。
上
代
人
の
生
活
を
斯
く
庭
別
し
て
組
織
化
す
る
事
は

上
代
人
の
精
紳
活
動
か
ら
、
ま
た
史
料
の
性
質
か
ら
多
少
の
不
安

が
な
い
で
な
い
。
尤
も
著
者
も
こ
の
黙
注
意
し
て
居
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
然
し
古
代
研
究
が
断
片
的
の
も
の
Σ
多
い
時
か
、
る
全
罷

的
な
考
察
を
加
へ
ら
る
努
力
温
を
多
ε
し
そ
の
績
篇
の
相
次
で
現

る
Σ
事
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
菊
版
本
文
三
六
二
頁
、

索
引
　
＝
一
頁
、
三
・
二
〇
、
中
文
館
）
〔
藤
〕

　
　
翻
紳
話
學
論
考
　
　
文
學
博
士
松
村
武
雄
著

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

　
一
，
紳
話
學
の
新
展
開
」
「
日
本
騨
話
に
間
す
る
若
干
の
考
察
」
「
日

本
神
話
ミ
民
族
文
化
」
「
希
臓
宗
教
神
話
の
文
化
史
酌
考
察
」
「
希
臓

宗
教
心
話
の
近
代
的
蔓
容
」
「
北
歓
宗
教
紳
話
の
暴
督
教
化
」
「
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
宗
教
紳
話
の
研
究
の
箆
書
」
の
論
文
集
で
あ
る
が
、
冬

々
は
著
者
が
序
文
中
に
や
が
て
は
瀞
話
學
原
論
、
日
本
紳
話
の
研

究
等
に
成
長
す
べ
き
も
の
ミ
云
は
る
・
丈
に
、
充
干
し
た
力
作
揃

ひ
で
あ
る
。

　
第
一
の
も
の
は
就
會
學
派
其
他
有
力
な
諸
派
に
亙
っ
て
そ
の
學

説
の
簡
明
な
紹
介
ミ
鋏
鮎
の
指
摘
が
あ
り
、
要
を
得
た
概
念
を
得

し
め
る
。
第
二
は
山
本
憩
話
に
見
る
顯
著
な
事
象
の
撒
，
種
に
つ
い

て
博
き
傍
謹
に
よ
る
解
繹
が
あ
る
。
第
三
は
紳
話
に
あ
る
古
代
文

化
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
憩
話
其
も
の
か
ら
の
立
論
で
な

く
紳
話
を
生
み
諒
し
た
愚
心
生
活
の
考
察
で
あ
り
」
優
れ
た
日
本

古
代
文
化
史
で
あ
る
。
第
四
、
五
、
六
の
諸
藩
に
於
て
は
一
の
融

話
艦
系
が
他
の
文
化
圏
に
抱
含
さ
る
、
時
受
く
る
摩
羅
が
精
緻
な

る
考
謹
に
よ
つ
て
辿
ら
れ
る
。
こ
れ
は
文
化
一
般
の
上
に
見
る
注

意
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
そ
の
一
の
場
合
が
優
れ
た
方
法
に
よ
っ

て
試
み
ら
れ
て
み
る
。
ま
た
日
本
帥
話
の
考
察
に
際
し
て
も
示
唆

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
第
一
號
　
　
＝
一
＝

（lbil）



　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

す
る
所
多
い
も
の
が
あ
る
。
第
七
は
宗
教
及
び
面
諭
入
類
地
理
的

研
究
の
礎
石
ε
な
る
も
の
ミ
さ
れ
、
紳
話
學
、
古
代
文
化
に
つ
い

て
近
時
叢
慨
す
る
類
書
の
中
最
も
墨
術
的
贋
値
¶
ご
興
味
の
充
實
し

た
も
の
・
こ
し
て
推
賞
し
た
い
。
（
四
六
版
五
五
一
頁
、
三
。
八
○

同
文
館
）
〔
藤
）

⑱
魏
祭
薩
摩
の
御
制
度
纂
號
（
教
法
新
旧
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
鏡
之
助
述
’

　
本
篇
は
明
治
思
想
史
上
の
一
大
樽
機
を
劃
せ
る
沸
佛
分
離
，
慶

佛
を
取
扱
へ
る
も
の
で
あ
り
、
一
、
薫
紙
事
務
促
進
に
付
大
阪
京

都
爾
局
の
交
渉
、
二
、
興
編
寺
霜
曇
の
魚
鱗
、
三
、
石
清
水
八
幡

宮
及
審
田
山
陵
祭
祀
の
沿
革
．
四
、
石
清
水
八
幡
宮
の
慶
佛
を
内

容
ε
し
て
み
る
。

　
第
一
節
に
京
都
に
在
る
植
松
雅
雷
ミ
大
阪
に
出
張
申
の
白
川
融

舐
伯
、
魏
直
話
監
玄
人
書
の
間
に
往
復
せ
ら
れ
た
る
明
治
元
年
憩

紙
事
務
促
蓬
に
撫
す
る
書
簡
（
亀
井
文
書
に
糠
る
）
十
七
通
を
即
け

そ
の
計
謎
、
實
行
等
宗
教
政
策
を
示
し
、
後
節
の
説
明
を
助
け
て

み
る
。
第
二
簸
は
元
年
三
月
早
々
着
手
實
行
せ
ら
れ
た
る
興
輻
寺

鮭
僧
の
復
飾
問
題
に
つ
き
、
其
春
日
憩
肚
の
地
位
よ
り
し
て
、
之

　
　
　
　
　
　
第
十
五
春
第
一
號
　

コ
ニ
ニ

に
勤
仕
す
る
も
の
の
、
佛
道
よ
り
勤
王
道
郎
ち
直
道
に
改
宗
す
べ

き
が
王
政
復
古
の
際
に
於
け
る
琴
爪
の
成
行
ミ
槻
じ
、
第
三
簾
に

は
佛
敬
の
中
に
古
代
祭
祀
の
形
式
の
残
存
せ
る
も
の
ε
し
て
石
溝

水
八
幡
宮
二
審
田
山
陵
祭
祀
の
關
係
並
に
そ
の
滑
革
を
論
じ
、
第

四
笛
に
我
が
國
祭
政
制
度
に
重
要
な
る
地
位
を
占
め
、
朝
廷
に
於

か
せ
ら
れ
て
も
御
装
丁
あ
ら
せ
ら
れ
た
石
一
濾
水
八
幡
宮
に
鮒
す
る

野
馳
の
教
法
の
断
定
せ
ら
れ
た
こ
の
場
合
に
於
け
る
紳
三
局
の
態

度
ε
赴
曾
紳
官
側
の
内
部
に
於
け
る
紛
雫
放
射
會
復
活
に
序
す
る

縄
掛
等
を
叙
し
て
、
そ
の
復
飾
に
饗
す
る
就
檜
等
の
態
度
の
興
編

寺
の
そ
れ
ε
異
る
灘
を
繋
げ
て
み
る
。
あ
ま
り
に
無
信
仰
、
無
氣

カ
ミ
誤
解
せ
ら
れ
、
西
門
的
に
迫
害
せ
ら
れ
論
る
佛
教
の
日
本
的

な
る
方
両
に
一
解
繹
を
試
み
て
み
る
。

　
吾
人
の
容
易
に
接
せ
ら
れ
ざ
る
登
載
文
書
を
購
擁
し
て
明
治
元

年
の
聯
紙
局
の
指
導
精
紳
を
詮
き
晒
早
く
も
明
治
元
年
四
月
麺
暦

寺
に
暴
行
を
な
し
た
ろ
紳
職
の
組
織
せ
る
無
学
除
を
制
し
訓
評
せ

る
を
詣
る
は
、
紳
佛
分
離
が
後
年
如
何
に
し
て
慶
適
適
繹
に
い
た

れ
る
か
を
暗
示
せ
る
も
の
ミ
云
へ
よ
う
。
明
治
維
新
罪
過
分
離
史

料
ε
並
々
せ
ら
る
べ
き
宗
教
思
惣
動
鑑
を
窺
ふ
好
資
料
で
あ
る
。
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